
貴備の会・

はじめに
１．地方創生のための国土改革・産業立地改革
　　・日本経済の現在地～資本投入を増やせ！（Ｐ２、３）
　　・国土利用計画と産業用地確保のための改革（Ｐ４～）
　　・企業立地の推進による岡山の未来（Ｐ７～）

２．人手不足に対応する外国人受入れ改革
　　・日本の人口の推移（Ｐ１０）
　　・外国人労働者の国際比較～日本の内訳（Ｐ１１、１２）
　　・特定技能改革（Ｐ１３、１４）
　　・新たな在留制度（育成就労）へ（Ｐ１５）

３．安全保障改革
　　・なぜ「台湾有事は日本有事」か（Ｐ１６）

４．政治改革の行方

演題 「改革の処方箋～政治改革・地方創生～」

講師 　衆議院議員・元法務大臣　山下貴司



令和6年度年次経済財政報告→２



３ 令和6年度年次経済財政報告→





５ 資料データはこちらから→



６ 出典：令和６年度第１回岡山市経済政策審議会資料



７ 出典：令和６年度第１回岡山市経済政策審議会資料



８ 出典：令和６年度第１回岡山市経済政策審議会資料
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１２ 外国人材の受入れ及び共生社会実現に向けた取組→





１４ 特定技能制度の受入れ見込数の再設定→



１５ 育成就労制度の創設について→
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地図投影法：正距方位図法

  測地系　世界測地系(WGS84)　中央経線：東経116度、標準緯線：北緯39度、地図回転度：130度
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